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様式 2－オ 

平成 18 年６月３０日 

事業提案書要約 

Ⅰ．提案事業の概要 

1．対象国名 インド 

2．事業名 インド・ウッタールプラデシュ州における地下水砒素汚染の総合的対策 

3．事業の背景
と必要性 

インド・ウッタールプラデシュ州（以降UP州と称す）の地下水砒素汚染は、2003年に明ら
かとなり、ＵＰ 州は昨年度よりＵＮＩＣＥＦの援助の下で調査･対策を始めたばかりである。
本学および NPO「アジア砒素ネットワーク（AAN）」は、本年の 1 月に予備調査を行った。そ
の結果、①砒素中毒の怖さを知らない多くの患者の存在、②UP 州/UNICEF が計画してい
る代替水源の届かない砒素汚染村の存在、③砒素対策を行っている UP 州政府スタッフ
の専門性の不十分さ、などが明らかとなった。村人(患者)の啓発、砒素汚染村における代
替水源建設や健診･健康管理体制の確立、および技術者･医者への砒素研修実施などが
早急に求められている現状にある。 

これらの砒素被害の対策事業は総合的に、かつ現地での主体的な取り組みのもとで行
わなければ、その効果や持続性は保障されえない。従って、本プロジェクトでは、モデル村
を設定し、そこで村民や UP 州政府スタッフと共同して汚染対策事業を行い、その中で技術
移転を草の根的に行ってゆく内容となっている。 

4．事業の目的 プロジェクト対象のモデル村で、砒素汚染飲用水による健康被害が防止・改善され
ること。 

5．対象地域  ハリハルプール村（バリア県）、チェインチャプラ村(バリア県)、カルカタプール村（ガジプ
ール県） 

6．受益者層 モデル村住民、UP 州の技術者および医者 

7．活動及び 
期待される成
果 

①啓発活動 (宮崎大学・ＡＡＮからの専門家による活動と現地指導) 
成果：「砒素対策委員会がモデル村に設立され、住民が砒素汚染の怖さを十分に認識

すること」 
②代替水源建設 (宮崎大学・ＡＡＮからの技術者による建設と現場指導) 
  成果：「安全な水が供給され、その水供給装置が住民によってメンテナンスされること」
③健診・健康管理 (宮崎大学・ＡＡＮからの専門医師による健診と診断指導) 

成果：「現地医療機関と住民によって健診や健康管理が実施されること」 

8．実施期間   １９年４月～２１年３月まで（ ２年 ） 

9．事業費 
概算額 

     ５０，０００千円 

10．事業の実施
体制 

事業実施団体として宮崎大学が学術的技術を生かし現地での住民を主体とした、啓発
活動、安全な水供給、健診･健康管理への技術の支援の中心となり、AAN がバングラデシ
ュにおいて蓄積された実践的技術を現地に伝えるという形で本事業に協力し、実効性の高
いかつ総合的な技術移転を行うものである。 

さらに、カウンターパート「Eco-friends」は主として、啓発の面で持続的な活動を行う。 

Ⅱ．応募団体の概要 

1．団体名 宮崎大学 

2．活動内容 本学は、「地域および国際社会への貢献」を 1 つの目標に掲げ、国際開発協力を推進し
てきている。バングラデシュの地下水砒素汚染対策はその代表的な活動であり、工学部
が中心となって代替水源開発等を行うなど、「大学評価・学位授与機構」等からも高い評価
を得ている。また医学部は、宮崎県土呂久慢性砒素中毒症（第 4 公害病）の住民健診を踏
まえて、バングラデシュやネパールで健診を行っている。 

また東南アジア、中南米における医学および農学分野での技術協力、教育文化学部に
よるガーナ国での理数科教育支援プロジェクトなども積極的に行っている。なお、昨年度
にＪＩＣＡへのコンサルタント等登録を終え、また今春には「国際連携センター」を立ち上げ
て、国際開発協力活動を戦略的に一層推進しているところである。 
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（参考資料） 

砒素汚染対策タスクフォースメモ 

 

日時： 2007 年 8 月 10 日（金）午前 11 時半〜13 時半 

場所： Gomti Hotel, Lucknow 

出席者：  
1. A. K. Srivastava, Chief Engineer (Rural), Uttar Pradesh Jal 

Nigam (UPJN) Chairperson, Task Force 
2. R. M. Tripathi, Joint Director, Community Participation Unit, 

UPJN 
3. Dr. Krishna Gopal, Scientist & Head, Aquatic Toxicology, 

Secretary (Head Quarter), The Academy of Environmental 
Biology, Project In-charge, Rajiv Gandhi National 
Drinking Water Mission  

4. Dr. M. Z. Idris, Professor and Head, Dept. of Community Medicine, 
Chatrapati Sahuji Maharaj Medical College (King George 
Medical College から名称変更) （アカデミックコンサル
タントとして参加。健康分野に関与。Information 
education and communication の研修も担当。） 

5. Manju Pant, Consultant, Water, Environment and Sanitation Team, 
UNICEF Office for UP 

6. Nalini Shankar Ramakrishnan, Research Scientist, Facility for 
Ecological and Analytical Testing (FEAT), Indian 
Institute of Technology Kanpur (Ballia 県で調査実施) 

7. Anuraag Yadav, State Coordinator (農村飲料水供給担当), 
Panchayati Raj Directorate, Department of Rural 
Development, UP Government 

8. U. N. Varma (Joint Director, Health Department, UP Government 
9. Raj Yadav (State Water and Sanitation Mission, Division of 

Panchayati Raj) 
10. Rakesh K. Jaiswal, Executive Secretary, Eco Friends, （ガン

ジス川の水質に関する問題に取り組んできた） 
11. Piyush, Assistant, Eco Friends 
12. 瀬崎氏 
13. 山田氏 
14. 石神氏 
15. 小淵氏 
16. 佐々木 結（JICA インド事務所 NGO デスクコーディネーター） 

 

------------------------------------------------ 

1. タスクフォースのこれまでの経緯説明 

- Tripathi; ユニセフのイニシアチブで設立。2005 年、10 県で調査を開始し、
調査結果について協議するために会合を持ったのが始まり。その後、砒素対
策を検討するために設立した。Chief Engineer (Rural), UPJN が議長。メン
バーは上記のとおり。Central Government Water Board を含む。UNICEF の
PO はデリー出張なので、今日は代理で砒素事業担当コンサルタントが出席。 

- 第 1フェーズではほぼ全州をカバーする 49 県 289 ブロックで調査実施。 

- その後、バリア（Ballia）県、ラキンプルケリ（Lakhimpur Kheri）県の 2
県で全数調査開始。対策も始めた。Extra deep hand pump 60-80m の深さか
ら掘った。60-80m は砒素なしということがわかったので、安全な飲料水のた
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めにはこの層が適当と決めた。バリア県 250 本、ラキンプルケリ県 50 本設
置。砒素含有量をチェックしたがほとんどは 10ppb 以下。デリーの研究所に
送ってさらに調査。200 サンプルのうち、4サンプルが 20、2 つも 50 以下だ
った。けれども今後も水質調査は続けていく。IITKanpur が担当。UNICEF が
ソフトウェア提供し、GIS マッピングも実施中。 

- これに基づき、ガーグラ川とガンジス川中心に、次のフェーズでは 5県で詳
細調査予定。対象は Bahraich, Gorakhpur, Ghazipur, Bareilly, Chandauli
で、選挙や洪水により遅れていたが、すでに開始しており、9 月末までには
調査を終了させる予定。 

- 広がりを見ると、Bahraich がもっとも被害ひどい。次が Gorakhpur。深刻度
では Ghazipur がひどく、実際に患者がいた。 

- 調査結果が確定してからでないと対策ができないということで、まだ対策は
2県でしかやっていない。 

- 次からは GSI (Geological Survey of India)もタスクフォースに参加予定。 

- 中央レベルでは、Rajiv Gandhi Drinking Water Mission が一般的な水質調
査にかなり discretion のある予算を配分してくれている。上記 5 県を除く
県では、このスキームを使って各パンチャーヤトで調査を予定。 

- さらに、調査だけではなく、Mission では代替飲料水源を（実施可能かどう
かは別として）2009 年までに提供することを約束。 

- 中央政府が積極的に予算配分もし、Mission で 2400 万ルピーもある。ただ、
この予算は事業実施に限定され、調査研究に費やすことができないというの
が難点である。われわれに欠けているのは資金ではなく、技術的インプット
と研究開発の機会で、それを UNICEF、IIT がサポートしてくれている。今後
は政府の保健部門の参加も期待される。 

2. 質疑応答 

- Q: 深井戸以外に対策はあるか？ 

- Tripathi:  短期、中期、長期対策が必要。短期的には深井戸、長期的には
水道供給により解決できると思っている。 

- 今のところ Ballia 以外では患者はいない。皮膚病の人もいるが、砒素のせ
いかどうかは不明。あるケースでは、皮膚病の症状見て井戸調べてみたら確
かに砒素被害あった、というケースもあった。 

- Dr. Idris：Bahraich では患者がいないというが、そのようなところはモデ
ル村として適さないのではないか。 

- Rakesh: 井戸自体が汚染されているのは確か。India Mark II (政府の井戸)
のある地域で、皮膚病、腫瘍も見た。 

- Rakesh：UPJN がテストする場合、他の団体も入れて健康被害など基礎調査も
合わせてやるべき。調査だけこっそりやって住民に対する意識化、啓発を考
えないのは間違っている。 

- Tripathi：その意図は十分わかるが、調査結果が確定されない限り、調査結
果を伝えいたずらに警戒心を煽るべきではないと思う。問題のスケールが大
きいため、丁寧に説明しないと誤解も生じやすい。汚染されているというこ
とで代替水源を作ったら、実際の汚染度はそれほどではなかった、というこ
ともありえる。そこまで広げるリソースもない。 
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- 健康被害に関しては、県の主席医療官にも尋ねたけれども、患者は報告され
ていない。完全な調査結果が分からない初期の段階で人々を惑わすような情
報を流すべきではない。 

- Tripathi：メディアもあおりすぎる。去年のディーパヴァリの前、タスクフ
ォースのミーティングを開催した。そこにユニセフがメディアを呼んだ。き
ちんと説明したはずなのに、「49 県すべてが砒素に汚染されていて人身が危
険に冒されている」とタイムズ・オブ・インディアにセンセーショナルに報
道され、大きな混乱を呼んだ。州首相にまでその情報は及び、州議会の質問
にまで発展。その後の対応が必要以上に混乱することになった。だから情報
提供に際しては注意しないといけない。 

- Dr. Idris：これまで認識された健康への被害について。Ballia 県、Ghazipur
県で皮膚に異常のある患者 8,9 ケース見つけた。医大では数人の医者が西ベ
ンガル州で研修を受け、砒素被害の症例を勉強してきた。飲料水が唯一の原
因ではなく、米、もしくは野菜かもしれないが、それによる被害も大きい。
灌漑水が影響して米、野菜に含まれるようだ。これは West Bengal と Bangla
で調査した結果、明らかになった事実である。 

- Rakesh：となると、灌漑用水も調査すべきではないか。 

- Tripathi：その意図はわかる。漁業局も養殖池の調査をしてほしいと言って
きたが、うちにはそこまで専門性がないのでほかに回した。 

- Shankari: 深井戸は、今のところ汚染されていないが、over exploitation
をすると、水層が混合されることもありうる。 

- Dr. Gopal: 表流水は大丈夫と言われているが、サンプル数が少なく、断定
していいのかどうか。 

- Manju: 次の会議で小委員会を作り、今後、緊急の対策を練るべき。 

- Tripathi: 今後の対策としては、バリアで 4500 万、ラキンプルケリで 3800
万ルピーかけてパイプライン供給。funds はどこからもいっぱい来るから、
その心配はない。 

 

3. ネワダ村調査報告・質疑応答／瀬崎教授 

- Dr.Idris: 医師の研修とあるが、その研修に州レベルの医師は含むのか 

- 瀬崎: 基本的には local doctors けれども各レベルから選ぶ必要もあると思
っている。 

- Dr. Gopal: 事業をそこだけで開始するのはどうか。別の地域で開始するの
を待って、一緒にやった方が効果的ではないか。調査結果自体も混乱がある。
フィールドキットの性能も違う。 

- Tripathi：宮大の検査結果は ITRC の結果と一致しており、正確だと思う。 

 

4. 今後のタスクフォース方向性 

- Tripathi： 次の会議は西ベンガル州でやることを提案する。今の状況では、
UP 州で話し合ってみても現実的にどういう対策が必要か、空回りするばかり。
6 月 27 日の会合では、exposure visit もすべき、ということで合意してい
た。西ベンガルの方がこの問題についての歴史深い。そこで勉強すべき。9
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月第 2週ではどうか。  

- Manju: ユニセフとしては、10 月 15 日までに第 2 フェーズの調査プロジェ
クトを終えることになっているが、それまでに実施が可能か。→難しいかも
しれないがやむをえない。 

- 小淵: エコフレンズ Rakesh 氏を Task Force ミーティングに含めることに
ついて提案。 

- Tripathi： 横田先生からも同じ提案を受けたが、政府機関以外が入ること
に対する懸念もある。今後も前向きに検討する。 

 

 

（文責：佐々木） 
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現地調査メモ 

 

訪問先：バライチ県テージュワプル郡 

 

8 月 11 日（土） 

A. チェートラ・グラム・パンチャーヤト1内 

①午前 10 時 チェートラ村チェートラ集落 

②午後 1時半 チェートラ村アーザード・ナガル集落 

③午後 3時半 チェートラ村チャイン・プルワ集落 

 

8 月 12 日（日） 
B.  カタハ･グラム・パンチャーヤト内 
④午前 9時 カタハ村ケーシュワプル集落 

⑤午後 12 時 カタハ村カタハ集落 
 
C.  ネワダ･グラム・パンチャーヤト内 

⑥午後 2時半 ネワダ村コーリンプルワ集落 

 

A. Chetra グラム・パンチャーヤトについて 

 
-  村長（Pradhan）: Abbul Khan (ムスリム、Chetra 集落出身)、パンチャー
ヤト議員 11 名。うち Chetra 集落からは 5 名選出で、Chetra 村を構成する 6
つの集落の中でも、Chetra 集落が人口的にも、村長の出身集落であることか
らも最も政治的に優位。 

-  事務員は V.N.Varma 氏。村長よりも教育があり、経済的にも恵まれている様
子。 

-  パンチャーヤトの事務所なし。村長あるいは事務員宅で会合。 

-  パンチャーヤトにより公共事業が実施されている気配はあまりない。国家農
村雇用保障法（National Rural Employment Guarantee Act, NREGA）にもとづ
く事業も日数が限られた事業であることから道路等を建設してもその後の維
持補修ができないなど、あまり効果的ではない。 

-  男性を対象とした自助グループは１つあるが、女性を対象としたものはない。 

-  雨水利用は一切無し。 

① Chetra 集落について 

-  リソースパーソン：Sridhar Tripathi 

-  政府の井戸数 13 

                                                  
1 グラム･パンチャーヤト： 農村部地方自治体のもっとも最下層に位置する村落自治体。農村部において

は、県、郡、村落と 3 層にパンチャーヤトが存在し、議会兼執行機関の役割を果たしている。グラム･パン

チャーヤトは UP 州においては人口約 1000 人の地域に 1 つとされているため、人口の多い行政村では１

つ。少ない行政村はいくつかの村が集まって１つのパンチャーヤトを構成する。プラダーン(Pradhan)と呼

ばれる村長とワードメンバー（＝パンチャーヤト議員。村内の選挙区ごとに選出される）は 5 年に一度の

直接選挙で選ばれ、下記に説明する社会的弱者層（指定カースト、指定部族、女性）への留保制度もある。 
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-  以下カースト別世帯数目安。Brahman (最上位僧侶カースト) 9-10, Thakur 
(=Rajput, 上位戦士カースト) 1, Yadav (後進乳牛飼育カースト OBC2) 5, Lodh 
(OBC) 15, Muslim 16, Chamar (SC3) 30  

-  Abbul Khan 村長は家を大々的に改築中。村長宅の脇には側溝も整備されて
いる。公共事業で設置されたものと思われる。 

-  上位カースト Thakur の家にはトラクターが 2台。裕福そうな様子。 

② Azad Nagar 集落について 

-  リソースパーソン：Iindar (Pasi, SC) 

-  ダリットである Pasi (SC)100%の村。政府の井戸数も 3つと、人口割合にし
て Chetra 集落より圧倒的に少ない。住民や子供たちの服装もチェートラ村よ
りもかなり貧しい様子。 

-  Iindar 氏は、Chetra 集落出身の Abbul Khan 村長が Azad Nagar にまったく
公共事業を持ってこないことに不満。雨が降ると膝下まで浸かることもたまに
あるため、側溝を整備するよう村長に依頼したが効果なし。これは郡開発官
（BDO）にも同様に陳情したが無駄だった。 

-  Chedhi Lal さんの手（写真）が若干症状ありか。 

-  ダイ（伝統的助産婦、ダリットの仕事）が２人。 

③ Chain Purwa 集落について 

-  リソースパーソン：Babu Ram (Pasi, SC) 

-  グラム・パンチャーヤトに占める議席数は 3。議員名（内はカースト名）は
Haridwar (Nishah), Hanuman (Pasi), Khelavan (Pasi) 

-  Lodh (OBC) 7 世帯、Mala (=Nishah, OBC) 50 世帯、Pasi(SC) 50 世帯、計
107 世帯。ダリットが半数を占める。 

-  以前の村長は Chain Purwa 出身の Varma 氏で、彼が在職中は SC 用の住宅建
設事業（Indira Awaz Yojana）で SC 用の家 102 軒を建設した。だが、現在の
村長に変わってからは一切事業がない。 

-  ２人、砒素の被害かと思われる手を見せる。 

 

8 月 12 日 

B. Kataha グラム・パンチャーヤトについて 
-  村長（Pradhan）: Bimal Kumar Srivastava (Khayast、Keshwapur 集落出身)、
パンチャーヤト議員 11 名。うち Keshwapur 集落から 3 名、Kataha 集落から 3
名選出。Kataha グラム・パンチャーヤト（＝Kataha 村）を構成する 7 つの集
落の中で、Keshwapur 集落が人口的にも、村長の出身集落であることからも最
も政治的に優位。 

                                                  
2 OBC： その他後進階級（Other Backward Classes）の略で、後述するダリットよりは上のカースト・

ヒンドゥーに属するが、その中でも比較的下層に位置する階級。ダリットほどではないが、近年、政治的

発言権を高め、州政府職などに留保制度を設けることに成功している。 
3 SC（＝ダリット）: 憲法上保護が義務付けられている指定カースト（Scheduled Caste）の略。通称、

ダリット(「虐げられた者」の意味)あるいはハリジャン（「神の子」の意味。マハトマ･ガンディーが名づけ

る）と呼ばれ、ヒンドゥー教のカースト制度の外にあり、不浄とされる職業（掃除人、洗濯屋、皮革職人、

助産婦など）につかされることが多い。UP 州人口の 21%を占め、同じく憲法上保護が義務付けられてい

る ST（指定部族民）と並び、経済的にもっとも貧困とされ、多くの社会的制約も厳然と残る。 
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-  村長は大学出で 65 ビガの土地を所有する有力地主。 

-  パンチャーヤトの事務所なし。村長あるいは事務員宅で会合。 

④ Keshwapur 集落について 

-  リソースパーソン：Onkar Nath Srivastava (99 年に退職した元 UP 州保健
局職員) 

-  カースト構成は最高位 Brahmin から最下位のダリットまで、17 カーストも
揃う。カーストに基づく伝統的分業制の名残を残す典型的な村。最も多いのは
Srivastava 姓を名乗るカーヤスト（Khayast）。伝統的に公務員になるケース
が多く、多くは地主でもある。この集落の Srivastava 姓のほとんどが下級で
はあっても公務員ではないかと思われ、農村においては貴重な安定収入を得ら
れることから、村内での政治経済的地位も高い。現在の村長、Bimal Kumar 
Srivastava 氏も大学出のカーヤスト。カーヤストの多くが中から大規模の土
地を所有し、合同家族などにより、公務員と兼業で農業を営む。 

-  そのため、全体としては他の村と比較しても非常に裕福な印象を受けるが、
カーストごとに見ると、ダリットはやはり他の村と同じような貧困状況にある。 

⑤ Kataha 集落について 

-  リソースパーソン：Sajjan Khan（ムスリム、2 ビガの土地を持つ小規模農
民） 

-  村内カースト・宗教構成は Muslim 50 世帯、Yadav 7、Mauriya 60、Chamar (SC) 
2。 

-  ムスリムもまた、社会経済的には後進であることが多く、この村も行政村名、
グラム･パンチャーヤト名を代表しているにもかかわらず、Keshwapur よりも
奥まった土地に位置し、住民の服装等から見てもケーシュワプル住民と比べ、
貧しい様子。 

 

C.  Newada グラム・パンチャーヤト 
⑦ Korin Purwa 集落について 

-  リソースパーソン：Bhagwati 氏（SC） 

-  1991 年センサスの人口では 191 人。現年では 400 人程度か。 

-  中核の村から 300m ほど入った村。雨が降ると中核の村からの道は車での通

行が困難となるが、徒歩では十分往来可能。 

-  村内カースト構成は、Bhagwati/Raidas (SC) 10 世帯、Kori 10-12、Mauriya 

4。ダリットが半数近くを占める。 

-  政府の井戸 4つあるうち、使用されているのは 3つのみ。 

 

 

参考： 

１． 「India Mark 2」について— Tripathi 氏からの聞き取り  

 今回調査で汚染が集中しているとされる「政府の井戸」は、この India Mark 
2 というスキームにより建設されたものが大半。 

 これは特別に貧困層にターゲットを絞ったスキームではないが、実施要領
（Special Component Plan）には、全事業費の 35%を社会的に不利な立場に
ある SC/ST の居住区を対象とするよう記載されており、これが設置場所選定
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の際、参考にされる。そのため、政治的圧力により有力者の家付近に設置さ
れる場合を除き（この「例外」が非常に多いものの）、政府の井戸は SC/ST
居住区に多く設置されている。 

２． 水源とカーストについて 

 上位カーストはダリットと井戸を共有することを嫌う傾向にあるため、余裕
があれば自宅に井戸を設置することが多い。 

 一方、ダリット及び貧困層は自宅に井戸を設置することができないため、政
府設置の井戸を利用することを強いられる。そのため、政府の井戸が汚染さ
れているとなると、被害を受けるのはやはりダリット及び貧困層に集中する
確率が高いと思われる。 
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